
令和 2年 (2020年)新 年 号

ll:]謳

1

ユ

埼
業 玉
務 県
の 被
適 保
正 護
化 畢彗
等 等
じこ 住
関 居
夕  ‐

る 生
条  活
例  サ
を   I
全  ビ
音Б 」ス
改 提
正 供
し 事
ま 業
し の
た

I

Ｌ
ざ

l
|

「|
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長

団

長
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挨

拶

斗置
　
智
（　
新
　
年

皆
様
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、
健

や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
、

埼
玉
県
議
会
自
由
民
主
党
議
員
団

の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
統

一
地
方
選
挙

・

埼
玉
県
議
会
議
員
選
挙
で
は
、
我

が
党
公
認

・
推
薦
候
補
に
対
し
、

格
別
の
ご
支
援
を
頂
戴
し
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
お
陰
様

で
県
議
会
の
最
大
会
派
と
し
て
新

た
な
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
を
切
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
県
議
会
最
大
会
派
の
責
任
の

も
と
、
県
民
の
負
託
に
応
え
る
べ

く
、
県
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、

県
政
を
り
―
ド
し
て
参
り
ま
す
。

信

日召

令
和
の
時
代
と
な
り
、
県
政
も

知
事
が
代
わ
る
等
、
大
き
な
変
革

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
ま
た
昨
年

は
、
台
風
十
九
号
に
よ
る
県
内
の

甚
大
な
被
災
、
∩
鴇

（豚
コ
レ
ラ
）

の
県
内
発
生
な
ど
、
危
機
管
理
の

強
化
を
求
め
ら
れ
る
状
況
が
多
く

み
ら
れ
る
年
で
し
た
。
昨
年
十
二

月
定
例
会
で
は
、
復
旧

・
復
興
に

向
け
た
補
正
予
算
を
可
決
す
る

等
、
自
民
党
県
議
団
は
県
内
被
害

の
早
急
な
復
興

・
復
旧
を
目
指
し

国
と
の
連
携
や
現
地
視
察
を
行
う

な
ど
、
取
り
組
み
を
進
め
て
参
リ

ま
し
た
。　
一
日
も
早
い
復
旧

・
復

興
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
更
な

る
危
機
管
理
体
制
の
強
化
や
県
土

強
靭
化
に
向
け
た
施
策
を
推
進
し

て
参
り
ま
す
。

明を行う

閣不料鞣脚榊Ｆ＝嚇酬準暉税岬硫
「す銘Ｍ螺滞滞４「へら

議
の
対
策
と
し
て
事
業
者
の
業
務
の
適
正
な
運
営
を
確
保
し
、

繊帥脚帯賠碑“刹綱レ帥疇け％戯一れ＝ｒ匿卸鴎蹴加

鶴駆鉗∝帥Ц麟岬端剛詢洲祥雑叶則脚袖触但対礼＝げヽ

乱
社
会
福
祉
法
を
改
正
し
、
国
の
定
め
た
基
準
を
基
に
都
道
府

制叫［爆脚レ織胴』」社社雌叶帆蹴一」睛授軽村Ｆ畦

牒
』
け
鋤
一
条
例
の
全
部
改
正
を
提
案
し
、
可
決

・
成
立
致
し

今
年
度
も
、
県
民
の
安
全
安

心
、
生
活
利
便
性
の
向
上
に
向

け
、
議
員
提
出
条
例
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
十
二
月
定
例

会
で
は
、
「埼
玉
県
被
保
護
者
等

住
居

ｏ
生
活
サ
ー
ビ
ス
提
供
事

業
の
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す

る
条
例
」
の
全
部
改
正
案
を
自

民
党
議
員
団
に
て
提
案
し
、
可

決
・成
立
致
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

い
わ
ゆ
る
貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
ヘ
の

対
策
と
し
て
、
全
国
に
先
駆
け

て
平
成
二
十
五
年
に
議
員
提
案

に
て
制
定
し
た
も
の
を
、
国
が

規
制
強
化
を
す
る
た
め
に
定
め

た
基
準
を
基
に
改
正
し
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
二
月
定

例
会
提
案
に
向
け
、
ケ
ア
ラ
ー

支
援
条
例
と
受
動
喫
煙
防
止
条

例
の
検
討
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
時
代
の
変
化
に
即

応
で
き
る
政
策
を
立
案
す
る
こ

と
で
、
県
民
の
側
に
立
っ
た
県

政
運
営
を
行

っ
て
参
り
ま
す
。

県
民
の
皆
様
の
自
民
党
県
議
団

へ
の
更
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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ッ
ク

・
コ
メ
ン
ト
募
集
‥

自
民
党
県
議
団
で
は
、
安
全

・
安
心
の
強
化
、
県
民
生
活
の
向
上
等

を
目
指
し
、
こ
れ
ま
で
議
員
政
策
条
例
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
き
ま

し
た
。
現
在
、
「県
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
」
及
び
「県
受
動
喫
煙
防
止
条
例
」

の
提
案
に
向
け
、
各
条
例
の
プ

ロ
ジ

エ
ク
ト

・
チ
ー
ム
を
作
り
、
協
議

・

検
討
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
、
条
例
制
定
に
向
け
た
骨
子
案
を
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
さ
せ

て
頂
き
、
広
く
県
民
の
ご
意
見

・
情
報
等
を
募
集
し
ま
す
。
募
集
期
間
は
、
十

二

月

二
十

五
日
か
ら

一
月

二
十

四
日
ま

で
の
予
定
と
な
り
ま
す
。
皆
様

の
ご
意
見

・

ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。■

県
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例

無
償
で
継
続
的
に
家
族
等
の
介
護
に
従

事
し
て
い
る

（ケ
ア
ラ
ー
と
定
義
）
の
方

々
が
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た

「埼
玉
県
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条

例
」
の
制
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

十
八
歳
未
満
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
と

し
て
、
心
身
の
健
や
か
な
成
長
及
び
発
達
並

び
に
そ
の
自
立
が
図
ら
れ
、
か
つ
適
切
な
教

育
機
会
の
確
保
等
の
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

■
県
受
動
喫
煙
防
止
条
例

二
〇

一
八
年
七
月
に
健
康
増
進
法
の

一

一

へ
の
悪
影
響
か
ら
県
民
を
保
護
す
る
環
境

来
な
い
範
囲
も
規
制
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

自
民
党
県
議
団
が
令
和
三
年
度
予
算
編
成
に
関
す
る

「政
策
大
綱
」
「市
町
村
要
望
」
を
提
出
‥

埼
玉
県
議
会
自
由
民
主
党
議
員
団
で
は
、
来

年
度
予
算
編
成
に
於
け
る
主
要
な
施
策
を
求
め

る

「政
策
大
綱
」
と
、
県
内
各
市
町
村
よ
り
要

望
を
頂
い
た

「市
町
村
要
望
」
を
奥
野
副
知
事

に
提
出
致
し
ま
し
た
。

新
元
号
で
あ
る

「令
和
」
の
新
し
い
時
代
の

幕
開
け
と
共
に
、
埼
玉
県
政
に
於
い
て
も
新
た

な
時
代
に
相
応
し
い
政
策
を
定
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
最
も
優
先
す
べ
き
は
、

県
民
の
安
全
安
心
対
策
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
首

都
直
下
地
震
や
台
風
、
豪
雨
に
よ
る
水
害
な
ど

様
々
な
リ
ス
ク

・
脅
威
に
対
応
す
る
為
に
、
強

靭
な
県
土
の
構
築
を
中
心
に
要
望
を
行
い
ま
し

た
。
県
に
対
し
、
政
策
大
綱
２
８
１
項
目
、
市

町
村
要
望
１
９
５
項
目
、
議
員
要
望
４
３
項
目

の
提
言

・
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

自
民
党
県
議
団
で
は
、
県
内
に
甚
大
な
被
害
を

生
じ
さ
せ
た
台
風
十
九
号
に
お
け
る
被
災
状
況
を

調
査
す
べ
く
、
被
災
現
場
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
視
察
に
は
、
知
事
を
は
じ
め
県
執
行
部
も
参

加
致
し
ま
し
た
。

今
回
は
、、
越
辺
川
決
壊
箇
所
及
び
越
辺
川
、

高
麗
川
、
葛
川
が
合
流
す
る
坂
戸
市
新
ケ
谷
地
区
、

東
松
山
市
の
都
幾
川

「く
ら
か
け
清
流
の
郷
」
を

視
察
致
し
ま
し
た
。
国
土
交
通
省
及
び
県
土
整
備

事
務
所
、
各
自
治
体
、
被
災
住
民
よ
り
、
詳
細
な

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
越
辺
川
は
氾
濫
危
険
水
位

に
達
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
大
谷
川
排
水
機

場
と
飯
盛
川
排
水
機
場
の
ポ
ン
プ
が
停
止
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

被
災
状
況
を
伺
い
、
早
期
の
復
旧
・
復
興
が
実

現
出
来
る
よ
う
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
し
た
。

自
由
民
主
党
埼
玉
県
支
部
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

夏
夏
夏

Ｌ

ヨ

ー

ム

Ｌ
ご

ヨ

ツ
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埼玉県議会自由民主党議員団県政調査事務所
住 所 :埼玉県鴻巣市東3-11-18-103
電 言舌:048-541-8110/FAX:048-541-0256

ホームページ :httpゾ/nakayashittonet/

奥野副知事に政策大綱を提言する自民党県議団役員

県議団にて台風 19号による越辺川氾濫 0決壊箇所を視察


